
「ふくしの杜ほんじょうプラン 21
（第２期本庄市地域福祉計画）」を策定

　市では、市民が「ふくし＝ふだんのくらしのしあわせ」を実感できるよう、市全体
が将来にわたり持続可能に発展していく姿を目指し、福祉行政計画の上位計画として
「ふくしの杜ほんじょうプラン 21」【計画期間平成 31（2019）年度～令和５（2023）
年度】を策定しました。

地
域
福
祉
と
は

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
法
律
や
制
度

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
各
対
象

者
ご
と
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
た
め
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
地
域
福
祉
」
は
、
こ
う

し
た
法
律
や
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

と
と
も
に
、
買
い
物
や
あ
い
さ
つ
と
い

っ
た
日
常
的
な
地
域
で
の
生
活
を
含

む
、
地
域
社
会
の
様
々
な
社
会
資
源
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
輪
）
を
つ
な
い
で
い

く
こ
と
で
、
暮
ら
し
の
安
心
や
幸
せ
を

創
り
出
し
て
い
く
役
割
を
果
た
す
も
の

で
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
地
域
福
祉

の
対
象
者
は
「
地
域
で
暮
ら
す
す
べ
て

の
人
々
」
で
す
。
地
域
で
暮
ら
す
す
べ

て
の
人
々
が
、
地
域
福
祉
の
受
け
手
で

あ
る
と
同
時
に
、
時
に
は
担
い
手
と
し

て
活
躍
し
て
い
く
関
係
を
築
く
こ
と
が

地
域
福
祉
の
目
指
す
姿
で
す
。

計
画
の
基
本
理
念

　
第
１
期
計
画
で
は
、基
本
理
念
を「
み

ん
な
で
支
え
あ
う　
思
い
や
り
の
あ
る

ま
ち　
本
庄
」
と
し
て
地
域
福
祉
の
普

及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
人
格
と
個
性
を
尊
重
さ

れ
、
お
互
い
の
支
え
合
い
の
も
と
に
積

極
的
に
社
会
に
参
画
で
き
る
「
共
生
」

の
社
会
づ
く
り
が
全
国
的
な
広
が
り
を

見
せ
る
中
、
本
市
に
お
い
て
も
多
様
な

課
題
に
対
応
し
た
新
た
な
施
策
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
計
画
で
は
、
第
１
期
の

基
本
理
念
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
な
発

想
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
と
す
る
た
め
、

基
本
理
念
を
「
み
ん
な
で
支
え
あ
う　

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち　
本
庄　
～
安

心
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
～
」
と
定
め

ま
す
。

計
画
の
基
本
戦
略

　
本
計
画
で
は
基
本
理
念
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、
次
の
４
つ
の
基
本
戦
略
を

掲
げ
ま
す
。
ま
た
、
基
本
戦
略
の
実
現

の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
施
策
に

つ
い
て
体
系
的
に
定
め
、
市
民
の
ほ
か

多
様
な
機
関
・
団
体
・
事
業
所
等
と
の

連
携
の
も
と
で
地
域
福
祉
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

１ 

市
民
の
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り

①
相
談
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

・
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
構
築

・
福
祉
窓
口
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化

②
横
断
的
な
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り

・
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
へ
の

支
援

・
権
利
擁
護
の
推
進

・
更
生
保
護
の
推
進

・
災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制
の
構
築

③
人
に
や
さ
し
い
生
活
環
境
の
充
実

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

・
移
動
の
支
援

・
住
ま
い
の
確
保

２ 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

・
小
地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
推
進

・
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化

３ 

地
域
で
共
に
生
き
る
た
め
の
人
づ

く
り

・
福
祉
学
習
の
充
実

・
地
域
人
材
の
確
保
・
育
成

・
専
門
職
・
支
援
関
係
者
の
育
成
と
支

援
４ 

計
画
推
進
体
制
の
発
展
・
強
化

・
市
の
計
画
推
進
体
制
の
強
化

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
機
能
強
化

・
地
域
福
祉
財
源
の
確
保

本
計
画

（案）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
集
計
結
果

寄
せ
ら
れ
た
意
見　
26
件

※
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
の
考
え
方

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左
記
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　
７
月
５
日
㈮
ま
で

閲
覧
場
所　
地
域
福
祉
課
（
市
役
所
1

階
）、
支
所
総
務
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ

だ
ま
内
）、本
庄
公
民
館
、図
書
館（
本

館
・
児
玉
分
館
）

閲
覧
時
間　
各
閲
覧
場
所
の
開
庁
・
開

館
時
間

★地域福祉課☎ 25- １１４２

　もといずみ号は予約を受けて本泉地域を中心に、停留所間を送迎する乗り合いバスです。過去に定
期運行していた「いずみ号」の復活を求める声が寄せられていることから、試行運転を行います。

★企画課☎ 25- １１５７

運転期間　
６月１日㈯～令和２年８月 31 日㈪

１日２往復
（日曜、休日及び年末年始は運休）

試行運転は、もといずみ号の車両を使用します。このため、
午前 10 時～ 11 時５分、午後３時～４時は児玉山間区域の
デマンド交通はご利用できません。ご迷惑をおかけいたし
ますが、デマンド交通をご利用希望の方は試行運転の時間
以外でご利用いただきますようご協力お願いします。

児玉駅発  ⇒  いろは橋折返場行
停留所　※【　】は目安時刻

児玉駅（停留所名：児玉清水クリニック）
出発時刻　午前10時35分、午後３時30分

児玉駅前
埼玉りそな銀行児玉支店前

新町会館前
児玉総合支所

【午前10時39分、午後３時34分】
天龍寺入口
倉林入口

よしはら整形外科
千本桜橋（コンビニ前）

下元田
中元田
上元田

稲沢出口
【午前10時51分、午後３時46分】

いずみ亭前
河内寺山

本泉小学校前
下谷戸
小　塚
水　口

杉の峠入口
西　南

いろは橋
いろは橋折返場

【午前11時５分、午後４時】

いろは橋折返場発  ⇒  児玉駅行
停留所　※【　】は目安時刻

いろは橋折返場 
出発時刻　午前10時、午後３時

いろは橋
西　南　　　

杉の峠入口
水　口
小　塚
下谷戸

本泉小学校前
河内寺山

いずみ亭前
稲沢出口

【午前10時14分、午後３時14分】
上元田
中元田
下元田

千本桜橋（コンビニ前）
よしはら整形外科

倉林入口
天龍寺入口

児玉総合支所　
【午前10時26分、午後３時26分】

新町会館前
埼玉りそな銀行児玉支店前

児玉駅前
児玉駅（停留所名：児玉清水クリニック）

【午前10時30分、午後３時30分】

もといずみ号
児玉駅⇔いろは橋折返場

試行運転開始

令和元年６月１日号 89


